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○静岡県では、自然環境や立地を活かし、多彩で魅力的な農業が展開されています。

県内で農業が持続的に営まれることで、自然災害リスクの軽減、生物多様性の保全、景観の保全など、静岡県
民の生活に大きく貢献しています。

○一方、県内・国内農業は、農業者の高齢者・減少、これに伴う耕地面積の減少等、農業生産基盤の脆弱化が進
んでいます。

さらに、世界に目を転ずると、紛争などの国際情勢の不安定化、世界人口の増加に伴う食料需要の拡大などが
進み、いざという時の食料確保が困難になる「食料安全保障」のリスクが増大している状況です。

これまで日本は食料の多くを輸入に依存して確保してきましたが、これからは国民が必要とし、消費する食料
は、できるだけその国で生産する」という「国消国産（こくしょうこくさん」に基づく食料確保が必要です。

○このような中、将来に日本の豊かな食と農業をつなげるためには、次世代を担う子供達に、静岡県農業、農業
の意義についてしっかりと理解してもらう必要があります。

○そこで、県内の教職員で構成する「ＴＯＳＳ静岡」の先生方と静岡県のＪＡグループが連携し、静岡県農業教
育テキスト「しずおかの食と農を学ぶ」を作成しました。

ぜひ、学校の農業を学ぶ授業にご活用ください。

はじめに（テキスト制作の背景）
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○学習指導要領では、農業（食料生産）についての学
習が定められています。

○本テキストは、農業の役割や重要性について考え・
判断することができる小学5年生向けに、1時限（45
分）の授業で活用することを想定としています。

○静岡県の農業を概観したうえで、農業の意義につい
て学ぶことができる内容となっています。

静岡県農業教育テキスト
「しずおかの食と農を学ぶ」について

テキストの概要
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テキストの特徴

•A5サイズ（A4二つ折り）全8ページ、両面、カラーで構成。

•1時限（45分）を想定し、コンパクトで使いやすいボリューム。

•静岡県の農業の概況や農業の意義について、必要充分な学習ができるよう、凝縮した内容。

コンパクトで使いやすいボリューム

• 絵や図を多く用い、クイズ形式とすることで、問題を解きながら楽しく知識と理解を深めていけ

る内容。

カラフルで楽しく学べる内容

• 「静岡県のＪＡ」ＨＰのＰＤＦデータをダウンロードしてタブレットでの学習が可能

• 農林水産省、「静岡県のＪＡ」ＨＰの関連ページへのＱＲコードを多数掲載して「もっと知りた

い！」に対応。

• 学習の感想はＱＲコードから「静岡県のＪＡ」に送ることが可能。

ＩＣＴ教育への対応
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１．静岡県の農畜産物（P2.3）
県内で生産される農畜産物の主な産地や農業産出額のトップ5を紹介すると

ともに、温暖な気候・豊富な水源等の理由から多くの品目が生産されているこ
とを紹介。静岡県の農業の豊かさを学びます。

【学習する内容】

○静岡県地図で、自分達が住
んでいる市町を確認

○静岡県の主な農畜産物を確
認

○恵まれた自然環境を活かし、
多様な農畜産物が生産されて
いることを学ぶ

各項目の学習内容
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２．農業の色々な役割（P4.5）
農業が果たす様々な役割（洪水を防ぐ、土砂くずれや土の流出を防ぐ、

きれいな地下水をつくる、生き物のすみかになる）を紹介。
輸入できない、お金だけでは得られない農業の価値について学びます。

【学習する内容】

○農業には、食料を生産するだ
けでなく、
自然災害の防止や水資源の安定、
生物多様性の保全など、
さまざまな恵み（農業の多面的
機能）があることを学ぶ
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３．国消国産（こくしょうこくさん）って何？（P6.7）
日本の食料自給率を紹介し、将来に渡り、食べ物に困らないようにするにはど

のような行動をとればよいのか考えます。
また、ＪＡグループが提唱する「国消国産（こくしょうこくさん）」を通じ、日
本の農業・食を守る事を考えます。

【学習する内容】

○食料自給率と、日本の食料の
多くを外国からの輸入に頼って
いる現状を学ぶ。

○「国民が必要とし、消費する
食料は、できるだけその国で生
産する」という「国消国産（こ
くしょうこくさん」を知り、自
分達ができることを考える。
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４．まとめ
学習を振り返り、感想をまとめることで、農業への理解や共感を

さらに深めます。

【学習する内容】

○１時間学習した感想を自由記
入によりまとめる。

○「静岡県のＪＡ」ＨＰ感想送
付フォームにて送ることができ
ます。
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